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Sumrnary 
Reef flats of th日coral巴cosystemand tidal flats of the esturine ecosyst巴mhave so far ensured 
the food sufficiency and food availability of biologically divers日日laτineresources throughout the 
year. Traditionally， fishing--gleaning activities have been carried out on a daily basis by women， 
children and the aged， using non-specialized techniques on reεf flats in the Ryukyu Archipelago 
and oth巴rcoral seas， and on tidal flats in Arial王eSea. Reef flats and tidal flats are cover日dand 
uncovered by the s伺 twicea day when the tide is at flood and at ebb， respectively. Moreov巴r，
in the inmost part of Ariake Sea， the difference in the water level can be low as much as 6 meters， 
the biggest dip in J apan. Th巴twotide ph旦seswith their ecologically quite different characteris-
tics hav日broughtopportunities for local people to utilize these different resources since ancient 
times. 
Women arεstill engaged in gleaning edible marine fauna and flora in a small scale on tidal 
flats in Ariake S巴a，while full-time fisherm巴nare mostly engaged in laver aquaculture from 
autumn through winter (cold season)， and other fishing from sprIng through summer (hot 
season). Although fishing and/or aquaculture is mainly done by men for the primary purposεof 
obtaining cash income， fishing for commercial needs is also on the increase in Ariake Sea in spite 
of fish decr日asesdue to environmental degradation and ov巴r-exploitation.Until very recently， 
various kinds of fishing-gleaning subsistence activities were daily adopted before the introduction 
of Iaver aquaculture. Th巴sevaried according to th巴positionof the sun， the rising and setting of 
the stars， the waxing and waning of the 11100n， th巴 ebband f10w of the tide， the changing wind 
direction and the life cycles within th巴 sea. Rapid technological innovations have， however， 
occurred throughout Japan. That is， the introduction of new fishing 111ethods， fishing d巴vic巴sand 
aquaculture techniques. It is evident that thεse technological factors have estranged past culture 
and lores deeply based on local folk traditions. Their conventional 1110nthly fishing-gleaning 
patterns， and their traditional skills and knowledge necessary for fishing-gleaning at sea and on 
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ticlal flats are alreacly now being alterecl graclually. 
1n this paper the traclitional fishing-gleaning strategies on ticlal flats in Ariake Sεa are 
discuss巴cl.From what we have learned， we intend to proceed to the next step for the accumulation 
of such a tradition of fishing.~gleaning strategies through intensive fieldwork. This will provicle 
ecological-anthropological clues to reconstruct the human evolution from hunting-gathering to 
agriculture， although it requires an urgent ancl intensive fieldwork based on long-tεrm direct 
observations ancl questionnaires. 
Key words: Tidal flats， Ariake Sea，ぐrraditionalfishing-gleaning， Marine resources， Ecological 
anthropology 
しはじめに
人類が農地を広げるために干潟を干拓する歴史は，有明海沿岸では自然陸化地を開墾した13
世紀頃までさかのぼるとされるべ自然陸化にともなった干潟の開墾は古くからあったが，干潟
に生息するさまざまな食用魚介類を求めて人間が干潟に関わってきた歴史はさらに長い.古来，
佐賀では有明海の干潟を「前海(まえうみ)J叫と呼んで慣れ親しんできた.例えば，石垣を築い
て潮の干満だけを利用して魚類を捕獲する石予見(いしひび)は，数は少なくなったが，今な
お細々と行われている 1) 大正期に天草地方にボラ殿(ボラドンと呼ばれる屋敷)*3やボラ長者を
たくさん生んだ原始的な漁法であった.かつては干潟でとれる潟土や砂やミドリシャミセンガ
イ2)は田畑の肥料としても用いられてきた.現在ではノリ養殖業，漁業などの生業が展開されて
いる.
筑後1などの河川が運ぶ栄養の豊富な有明海(国 1)では，アサクサノリ養殖やアサリ，タ
イラギ，サルボウ(モガイとも呼ばれるが，佐賀ではアカガイ)，ハイガイなどの貝類，ガザミ
やイソギンチャク，アリアケシラウオやシタビラメなどをとる漁業が盛んであった3ト7) 主な干
潟漁として，ムツカケ(ムツゴロウ釣り)，長柄じよれん漁(くま予のような漁具による漁)， 
手押し網(しげ網)，タカツポ，ワラスボ撞き，アナジャコ釣りなどがある.また.泥質干潟の
上を滑る板 (1スイタJと呼ばれる跳板，押板)の潟スキーを操作しながら，主にタカッポ，ワ
ラスボ、掻き，ムツカケ漁を行う.
沖縄県・石垣の網張(あんばる)には広大なマングロープニf潟が開けている.この地に生息
する15種類ものカニたちを主人公にして歌い上げた“アンパルヌミダガーマユンタ"(1網張の
目高蟹jユンタ)は，八重山を代表する民謡である8) へかつては相撲や競馬などをも盛んに行
う憩いの場であった.現在では潮干狩りやガザミをとったりするくらいであるが，野鳥や魚介
類には自然の楽園である.
干潟は，潮が引いたときには子出した睦となり，瀬が満ちれば海と化す，いわば半陸半海と
いう生態系である.陸と海を兼ね備えた「海の畑Jともいえる干潟は，ちょうど南西諸島のサ
ンゴ礁海域で見られるイノーとよばれる礁原あるいは礁池に対応する.大した道具や特殊な技
術を労しないで，女性，子供，老人たちがごく日常的に関わり合ってきた干潟は，人類がさま
ざまな食物を採捕・確保するうえで重要なものだった.一日の潮の子構を利用するだけで採捕
が周年可能で、あること，採捕の恒常性や食物確保の自給牲と豊能性は，人類の生存に深く関わ
る重要な要件であった 10ト 1九同時に干潟における採捕活動の詳細な把握と分析は，狩猟・採集
経済から植物の栽培・動物の飼育という食物生産経済にいたる人類進化史の過程を考察するう
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えで〉示唆深いものが多いのである 16)
2.干潟とは
干潟は， JIから流失した土砂や泥が河口域や湾奥に堆積しでできた，広くて平たんな砂泥地
である叫.一般に子潟は，波浪から遮断された穏やかな入り江や内湾で瀬の干満差が大きしし
かも潮流が停滞しやすいところに発達すると言われている.有明海湾奥部の軟泥二子潟の潟土(方
言でガタと呼ばれる)は， }l1から運ばれた微粒の泥が海水中のナトリウムイオンと反応して次
第に沈下し，堆積したものである.この海域でガタが土佐積し始めたのは，今から，約9，000年前
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と言われる.その後， 1， 000年間に平均して厚さでは約3m，広さでは岸から11"に向かつて約1
kmの速さで現在も土佐積が進み，土佐:積の深さは20mにも達する1九有明海だけで全国の干潟の40%
以上の面積*5を占めるほど広大である.
遠浅の海岸で引き潮のときに砂泥が露出する干潟は，とくに内湾など川の流れが緩やかな海
域に多くみられる.子潟の砂泥は)1/から運ばれた，きわめて豊富な栄養塩類や有機物を含んで
いる.さらに一日に二回の干潮時に干上がるニF潟は，空気にさらされるために，酸素が十分に
供給され，生物の楽天地になる.また満潮時に冠水する干潟には，多くの魚類が集まり，その
幼稚魚、や員が生育する.
ニjニ潟には，動植物の遺がいや糞などの有機物が分解された有機物の小さな粒(デトリタスと
よばれる餌料)や珪藻類，植物プランクトンなどそ食べる多毛類(ゴカイ，ホシムシヲイソメ
など)，二枚呉類(アサリヲアゲマキ，シャミセンガイ，ソトオリガイなど)などの底生生物(ベ
ントス)，甲殻類(スナガニ，ヤマトオサガニ，チゴ、ガニ，コメツキガニ，シオマネキなど)が
豊富に生怠する.鳥類(チドリ，シギヲサギなど)や多くの魚類(トピハゼ¥ムツゴロウラワ
ラスボ，エツなど)が餌を求める干潟は，海水を荷イ七し，有機質の分解を促進する働きがある.
そして子潟の魚介類も，最終的にバクテリアになって有機質に分解されるという一連の食物連
鎖が成り立っている生態系である.しかも有明海の干潟の生産力は一平方キロの子潟に一年間
に魚介類だけで22.6トンという，まれに見る高生産性である.その豊穣な海は古くから多彩な
採捕活動を発達させてきたのである.
干潟は，その発達のしかたにより大きく次の三つに分けられる.
1.蔀浜干潟
a.砂質前浜干潟:湾央部沿岸のほとんどに見られる，泥の含有量が少なし砂が主体を
なす砂守二潟である.熊本県大牟田や荒尾地先のこT二潟でイソギンチャクの採集や貝類などの潮干
狩りがごく普通に行われる.
b.泥質前浜干潟有明海の湾奥域や諌早湾<泉水海とも呼ばれる*6>に見られるドロド
ロした軟泥の干潟.佐賀県の太良付近以南，島原半島の干潟は軟泥に砂が混じった臆質ででき
ている.
2.河口子潟:塩分濃度が大きく変化する汽水域に適応できる生物が生息する.貝類が少な
く，甲殻類が多い.伊勢湾河口などに見られる.
3.マングロープ干潟:日本では奄美大島以南の南西諸島などの誌熱帯地域の前浜や河口に
発達した湿地に見られる.
3 .有明海の魚種
平均水深20m前後と概して浅い有明海の水温は，気温に左右されやすい.大部分の魚、は春か
ら秋には割合浅いところに生息するが，水混が低い冬には沖合いの深場へ移動するものが多い.
有明海には42穣のエピ類， 96種のカニ類， 9種のイカ類， 3種のタコ類，また105穂の貝類が
生息し，約200種のベントス類(底生生物)と166種以上200種あまりの魚類が生息する 18)-19) そ
のうち，マエツ，チョウセンエツ，アリアケシラウオ，アリアケヒメシラウオ，ヤマノカミ，
ノ¥ゼグチ，ムツゴロウ，デンベエシタビラメの8積が有明海だけにすむ魚である.
一生を有A明海で過ごす魚(定住性魚類)には，サツノ¥;(佐賀ではハダラと呼ばれる)，コノシ
ロ，サヨリヲエツ，メナダヘスズキ，クロダイ，多くのハゼ、類，シタビラメ類，カレイ，ヒラ
メ類などが生息する.繁殖や採餌のために有明海に入り，生育とともに湾外に出ていく移動性
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魚類は，大きく次の二つに分けられる.
1.産卵のために湾内深くまで入ってきて，解化した稚魚、は湾内で成長し，成育するにつれ
て湾外に出ていく魚:コイチ，シログチ，ヒラ，サワラ，マナガツオなど.
2.餌を求めて湾内を回遊し，成育，成長するにつれて湾外に出ていく魚、:ホウボウ，マボ
ラ，タチウオなど.
また，海況によって一時的に有明海に迷いこんでくる魚、には，マアジ，マサパ，ブリ，タチ
ウオなどがいる.
エツ，アリアケヒメシラウオ，アリアケヤワラガニは，世界で有明海だけに生息する魚、であ
る.また，アリアケシラウオ，ハゼクチ，シロチチブラワラスボヲヤマノカミ，アカシタビラ
メ，アラケガニ，ヒメモクズガニラヒメケアサイソガニ，ヒイロカワザンショウガイやオオシ
ャミセンガイは，日本で有明海だけに生息する.
4.有明海の漁業
広さ1，700km'の強閉鎖型内湾の有明海は，臼本そ代表する内湾である.その海の姿は，最大6
mという日本一千満差が大きく，黄色く濁り，透明度が小さく，器塩分の海水が二F-満によって
速く流れる海である.干潮時には全湾域の六分のーが干出し，わが国最大の干潟は，生産性が
高しわが国で生産量がもっとも多いノリ，貝類を産出する海でもある.さらに日本ではこの
海だけに見られる大陸系遺存種(大陸系遺留種:continental relict) と考えられている魚介類
の特産種が生息するばかりか，漁具@漁法がわが国で、もっとも多く現存するなど，実に多様極
まりない様相を長している.こうした特性は有明海の湾奥部でもっとも多く見られる.
有明海は海洋学的な特性に応じて，湾口から湾奥に向かつて以下の四つの海域に区分され
る2へ底生動物のエビ・カニ・貝類の生活と深い関係をもっ底質による海域区分に対応するもの
である 21)
1.湾口部最深部は100mを超え，底質は礁からなり，潮流は速い外海性である.I一本釣
りj，I延べ縄j，I刺し網漁Jが行われるが， I定置網Jは少ない.外海で普通に見られる灯火漁
業はない.
2.湾中央部西側(島原市東方):南部は外海水の，北部は内湾水の影響をうける.岸から急
に深くなり，水深30mを超える.底質は砂混じりの様である.I一本釣りj，I延べ縄j，I刺し
網j，I底引き漏出， I篭漁Jなどがある.潮流を利用した「あんこう網jもある.
3.湾中央部東岸海域(宇土半島以北の熊本県沿岸域):水深20m以下の遠浅の海域である.
白)11，緑川などの河口部を中心に広がる広大な砂毘質の千潟がある.アサリヲハマグリの産地
で「採貝漁業Jが盛んである.紫本市要江j怒には，有明海ではここだけの「帆打瀬網jが見ら
れる.
4.湾奥部:福岡県，佐賀県にまたがる沿岸域.海水は浮泥を含んで黄色く濁り，干潮時の
地先に広大な軟泥の干潟が二子出する.水深は20m以下で，もっとも有明海らしい特徴を示す.
この海域特産の水族が多く見られ，それぞれに応じた漁法・漁具を使う干潟漁業が発達してい
る.また大きな潮位差による速い潮流を利用したさまざまな「網漁業jが行われ，遠浅の海は
「ノリの養殖Jに利用される.干潟では「採貝漁業Jが盛んである.
を含む湾奥部の干潟とその周辺浅潟部てやは， r零筋(みおすじ)を中心に急潮流にのっ
て移動する雑多な小型魚、族をねらう網漁が多い.およそ30種類の漁法がみられ，約40種類以上
の魚介類を対象とする.とくに干潟を代表する生き物のムツゴロウ潟、は，その生態をうまく利
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用して捕獲する.その漁法は多岐にわたる.多様な干潟漁業が展開されていた有明海の漁業は，
昭和30年以降に飛躍したノリ養殖*7で一変してしまう.秋から春までに操業されるノリ養殖が
主体になり，ノリ養殖と!日来の貝類養殖を合わせた生産額が，有明海の全生産額の75%を超え
た.夏の漁船操業は，次の冬のノリ養殖までの「つなぎJの生業として，いわば副業的なもの
になってしまった.
5 .有明海における伝統的採捕
有明海でこれまで展開されてきた，また現に操業されている伝統的な採捕技術とそれによっ
て捕獲されるさまざまな魚介類等を，以下に記述する.
1 .すくい:詑って「スキjあるいは「スッキJとも呼ばれる漁法である.潮の干満の差だ
けを利用して魚を捕獲する漁法で，干満の差が大きい九州・沖縄の沿岸では古くからみられ
た2へ江戸末期に村民が共同で積み上げたもので，戦前に有明海沿岸では200前後を数えた.島
原半島の有明海沿岸に数多く残っていたが，今も機能しているものは長崎県高来町の一例だけ
である.満潮時に瀬にのって浅瀬にやって来た魚、が，潮カ王子上がるとともに人工的に築き上げ
られた石垣の内側に堰止められてしまい，とり残されてしまう.高さ 3m，幅1.5m，楕円状に
300mほど広がった周閣に50~200kg もある巨大な石を城壁のように高く築く.石境内のくぼみ
や「おろぐちJ(海側に位置し，排水口にあたる)にいる魚を三角網ですくいとる.漁期は一年
を還して，ボラ，サッパ(ニシン科の魚、でハダラとも呼ばれる;瀬戸内海におけるママカりに
相当する)，ウナギ，グチヲカレイなどが捕獲される.
漁獲される魚、は，せいぜい自家消費を満たす程度が普通であったが，一晩に300kg捕れたこと
もあった.また浜東では， 7.2エーカーの「ボラズッキJでの大量捕獲の例がある 23). 1881 (明
治14)年5月にこのスッキはボラでうまり，とり切れぬうちに満瀬になったため「かますjで
覆い，次の干潮を待ったほどであったという.ボラ供養塔が建立され，その所有者の杉村某は
「ボラドン(殿)Jと呼ばれるようになった.また昭和38年秋に島原半島にある端穂(みほ)町・
井古で「すくいjにかかった魚、が多すぎて，横になれない魚、が背鰭を上にして立つほど密集し
ていたという話を開いた中尾勘悟(私信)によれば， トラック何十台で長崎・熊本・柳JIなど
に魚、を出荷し，当時の金で35073円という大金を得た人がいた.彼はやはり蔵を建てたというほ
ど「すくいJに魚が湧いた時期があったことを物語る.
特にボラの場合，ボラと称しているものの中には， I苛じボラ科で形態がよく似ているメナダ
も含まれていたに違いない.農林省の統計でもボラとメナダを混合したものを有明海のボラの
挽獲にしていることと，有明海ではボラよりメナダが多く，ボラより味がいいメナ夕、が珍重さ
れるからである.
2.あんこう網:あたかもアンコウが口を聞いて小魚、が遊泳してくるのを待ち受けるように
潮流に向かつて網の袋口を聞いて固定する袋待ち網である.網は木製または金罷製の大きなア
ンカーで屈定する.漁期は 3 月 ~12月で筑後Jl I，六角川の湾筋が漁場になる.六角川河口域沖
合いが主な漁場になりヲ引き潮にのって移動する叫シバエピ，シラタエピ，スズキ(ハクラ
期)，エツ，ウナギ，ワラスボラベイカなど多種な魚介類を捕獲するが，主な狙いはウナギであ
る.
かつては帆船「ばっしゃ船Jと呼ばれる「あんこう船Jが使われた.江戸期に熊本県荒尾て、
考案されたといわれる漁法だが，幕末に熊本の長洲から島原の多比良に告わったようだ.明治
羽生存には37隻ほどがこの漁を諜業していた.明治35年には，潮汐差が大きい朝鮮半島西側の黄
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海沿岸に出漁し，その最盛期は大正の初期であった.朝鮮への出漁の背景には，半島西側の木
浦，郡山，仁川や黄海沿岸には有明海を凌ぐ広大な干潟が存在し，ばっしゃ船の操業に最適で
あったことと，韓国で珍重される魚のチョッギ(グチの仲間)24)が豊富であったこととも深く関
わっていたものと思われる.
ノリ養殖専業漁家が増えて，あんこう網に従事する人は減った.兼業であんこう網に従事す
るのは，ノリの仕事が暇な 6 月~9 月半ばまでの三カ月あまりと思い.
3.しげ網:手押し網の一種. 4 月~9 月に有明海に流入する河川の湾筋沿いで待ち網でス
ズキ(単にハクラ期のスズキ)，ベイカ，ウナギ，シラタエピ，ハゼクチ(ハゼ、とかハシクイと
呼ばれる)などを捕る.船の舶先に三角形状の大型の待ち絹(三角鱗)を閤定し，船を潮流に
向けて固定したのち，潮に向けて網を海底に押しつけるように降ろし，エどや魚，ウナギが入
るのを待つ.ときどき網を上げて，入っている魚介類を手織(たいですくいとる漁法である.
網の上げ下ろしに「てこJを使う.捕獲する魚種によって網の自の大きさが異なる.
諌早湾，塩田川河口沖，柳川沖で見られるが，出漁する船は年々減ってきている.
4.定置網:種々の魚種が捕獲の対象になるが，主にカタクチイワシ，ウシノシタ類，ニベ，
スズキ，フグ，マナガツオ，アナゴf，ウナギなどをねらう.
4-1.竹羽瀬(ハジ)(網):タカハゼ，ハジサシとも呼ばれる建子絹型の定置網である.鹿島
沖にある沖ノ島(沖神瀬)を囲んだ不干出の海域で 4 月 ~ll月を漁期にして，有明海ではもっ
とも大規模な定置網の一つがある.大牟田沖から太良町沖まで，沿岸の織の通りがいい水深2
~5m くらいの場所を選んで設置する.引き潮の時だけ魚、が入る V 字形または満ち潮も引き潮
の時も魚、が入る W字形にハジ竹(今は鹿党島などの県外から取り寄せたモウソウ夕、ケ)を海底
に立てたものがある.竹坦がすぽまったところ (1おろぐちjと呼ばれる)に袋網をニ段に分け
てセットするか，すき間を取り臨むように円く密に竹を立てて竹の囲い(1もどらずjの仕掛け)
にし，潮流にのってくる魚介類を捕獲する.竹の聞いに入った魚は長柄の手網(ウットイ)で
すくいとるか，大きなものは，三又鉾(みつまたぽこ)で突き刺して捕獲する.一辺の長さが
200mにおよび，先端は400mほど聞いている.ハジ竹の内慨に入った魚は，潮のためにうなり
を立てている竹の音に驚き，竹のすき間から逃げることなく奥へ奥へと進んで、いし一つの羽
瀬に3，000本を超す竹を能うといわれ，毎年数百本から数千本近い竹を補修用に使う.年中を通
して漁期が可能であったが，ノリ養殖との兼ね合いから，春から秋までに限られるようになっ
た.コイチ(キングチ)，スズキ(ハクラ期)，マナガツオ(マナガタ)，ベイカ(イカゴ)，コ
ノシロ(ツナシ)，ウシウノシタ(クチゾコ)，メナダ(アカメヲヤスミ)，ニにど類，ガザミ(竹
崎ガニ)，イシガニ(マエピ)など多種の魚、が捕れる.
4-2.ガタ羽瀬(網):竹3])]瀬の干潟版である.福富干潟~川副町の干潟域，とくに東与賀町
に多い.JI説町ではタテギーと呼ばれる. 5 月~9 月に二子潟に V 字形に網を張り，先端部に袋
網を設寵した小型の建子型の定置網で、ある.また袋網を使わないものもある.沿岸近くの干潟
に干潮時，半円状に品定の間隔をおいて竹を立てる.竹の下に網をおいて足で泥土に踏み込ん
でいし満期になったときにハンギーと呼ばれる大きな橋に乗って，踏み込んでいた網の端を
引き上げて，水面から60cmほど上のところで竹に結びつける.地形などに応じて網の張り方も
さも異なるが，大仕掛けのものは，長さが500~1 ， 000mにもなる.引き潮の潮流に乗ってき
たコイチ，ワラスボ(スボ，ジンキチ)，スズキ(ハクラ期)，ハゼクチ，ムツゴロウ(ムツ，
ムットウ)，ウシノシタ，シラタエビ(サザ、レ)，シバエビ(マエビ)などが，竹を海患につき
ざしてすぼんだところについた袋網に閉じこめられるか，掘にかかる.
4-3.アパ，アパ羽瀬(網):長さ 1mほどの竹を V字形に立てていき，瀬が引いたときに袋
86 佐賀大学農学部袋線第83吟(1998)
絹に魚、が集まるように仕組んだ定置網は東与賀，川副町でみられる.また鹿島の方では， N
形に立てたものに袋網を使わないで又手網や予網で捕獲する.ウナギがよく入る.
5 .ゲンシキ網:流し網の一種.クルマエどを採るのが主であったが，農薬被害でとれなく
なったエビに代わって，グチ漁』こ使われていたこともある.網の長さはおよそ300m，幅は 3m
ぐらいでドの方が袋状になっている.網の底に重りをつけ，上には浮きを着ける.網の両端に
玉浮きそ縛って浮かし，目印にして，潮流に任せて海底を流す.重りが重すぎると網は流れな
いし，軽いと浮いてしまうために潮に合わせて浮きの重さを調整する.諸富田Iはこの網の歴史
が古く，盛んであった.全盛期の明治20年ごろに熊本県にまで出漁していた.
6 .ワラスボ漁:日本では有明海にだけ生息しているワラスボは，佐賀ではジンキチの名で
通っているが，単にスボとも呼ばれる.初めて食べたという，芦刈町の古賀甚吉という人の名
に白来するようだ.干潟の泥の中に50cmから 1mの深さのところに巣穴を掘って生息し，巣穴
から潟の表面に出るのに 5~6 本ものトンネルを用意している.ときにはこれが干拓堤防の下
に潜り込んで穴をあけ，堤防を壊すこともあるという.ワラスボのなかにときどき血のように
赤なワラスボが混じってくることがある.これはチワラスボという種類で，有明海以外に
和歌山県以内の内海にも生息するおワラスボは40cm近くにも大きくなるが，チワラスボは20cm
チくらいにしかならない.
6-1.スボ癒き:ひっかけて捕獲する有明海独特のi魚、法.潟ぞりに乗って，あるいは腰のあた
りまで泥の中にめり込んで、ヲ先端が鈎になった1.3mあまりの長万(なぎなた)のような道具
で，生息孔周辺の泥の中をタテヨコにひっかき回す.体の前方から後方に向けて讃き卜Jプる.
ムツかけとともに哀の有明海の風物詩である.
6-2.板鍬:畑で使う鍬よりも柄は短かいが，幅が倍近く広い板鍬で干潟を掘って手づかみす
る.
6-3.索機り:水中を遊泳してくるワラスボを捕獲する.
6-4.待ち綿:あらかじめ干潟に設置した定置網に，瀬が満ちてきたころに潮流とともに遊泳
してくるワラスボを捕獲する.
1 .ウミタケ漁: 3 月 ~9 月に干潟周辺の泥質~砂泥質の湾筋や水深 6 メートルまでの不子
出域に生息する.黒くて長い水管を泥ヒに出しているウミタケを捕獲する.
7-1.手掘り:低潮線付近に生息するものを子で掘って採捕する.二子潟にいるのを予でとる
が，浅いところに生息するウミタケは現在は少なくなった.
7-2.ウミタケねじり:不可ニ出域では「ねじ棒J(地域によってウミタケネジ，サシオイとか
シュモクとも呼ばれる)という特殊な漁具で水管をねじ切って捕る.干潟や浅瀬で使うものと，
船を一人で操縦しながら使う全長3m以上の長いものがある.T字形に組んだ、杉棒(かつては
カシの木)の先端に把手(とって)と並行に鉄棒が取り付けてあり，二1二潟に差し込んで把手を
回してウミタケの水管が鉄棒にからみついたところを引き上げる.北海道のコンブ、漁と近似し
ている.船を使わない場合，背の立つあたりを歩きながら海底を1.5mほどのねじ棒を諜作して
いく.
1-3.手づかみ:ウミタケねじりが届かない深い場所では潜って手づかみで捕る.
7-4.簡易潜水器:貝殻のついたままの状態で捕獲する.タイラギの禁漁期(6 月 ~10月)に
ヘルメット溝水している人に船上から空気を送るフーカ一式潜水漁法でとる.
8 .ムツゴロウ漁:ハゼ、の仲間であるムツゴロウは，佐賀ではムツ，ムツゴロ，ムットウな
どと呼ばれ，同じハゼ科のワラスボとともに有明海を代表する干潟の魚である.かつて熊本・
緑川河口部にも生息していたが，有明海と八代海のごく一部にしか生息していない特産種であ
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る.子掲の表面についている蔑藻類(地元では「潟花(がたばな)と呼ぶ)をむしりとって
採餌する.冬は巣穴の中で過ごす.漁期は 4 月 ~10月で筑後IIIから鹿島市七浦にかけての干潟
で，主に東与賀，久保田，鹿島市地先で捕獲される.昭和61年度から六角JIに保護亙が設定さ
れた.主産業のノリ漁の漁関期に取り組むために有明海唯一のムツゴロウ保護区をもっ芦刈町
では， 1997年8月から養殖用のムツゴロウの稚魚の採集を始めた.寒さに弱いムツゴロウの養
殖は，強壮剤として珍重している台湾が先進国になる.台湾では，室温で10日間稚魚を育成し
たあと，水田に放流し，約一年間で成長したものを高級魚として出荷している.成長は遅く，
成魚、になるのに 2 年，食用となる 15cmになるのに 3 年~4 年かかる.
8-1.竹筒(タカッポ，タカンポ)漁:内側に良(トラップ)をしかけた竹筒か塩化ビニーノレ
製管をムツの生息子しの出入口のところに突きさしておき，干潟に這い上がってくるところを捕
獲する.上部の節に小穴が聞いている筒を巣穴に差し込んでおし干潟の表面に上がろうとし
たムツゴロウは竹筒の下部にとりつけてある針金の民のために戻れない仕組みになっている.
塩化ビニール製のチューブ管は台湾が先進国である.一人で100本以上も仕掛けられる漁法であ
るため，その普及は，ムツゴロウの乱獲と漁域の大きな原因になった.
8-2.ムツかけ:長さ約5mの竹かガラス繊維強化プラスチック (FRP)製の釣り竿を用い，
約 4mの釣り糸につけた空針 (5~ 6本鈎)で干潮時に干潟に出て餌をとっているムツをひっ
かけて釣る漁法.跳板(押板)に乗ってじりじりと 6mほどまで接近し，ねらいをつけたムツ
ゴロウの少し先に糸を投げ，釣り竿を巧みに操って号iっかける.商品価値を維持するために背
鰭に号|っかけるのが望まししかなり高度な習練を必要とする有明海の代表的な漁法である.
既に江戸期の天保13年(1841)に書かれた『有明海魚介図鑑，1(著者不詳)に記録されているよ
うにその歴史は古い.漁の本場は鹿島市@目目立浜であるが，泉水海の諌早湾でも行われていた。
8-3.掘りムツ漁:泥の中の生息子しに潜むムツゴロウを木鍬あるいは板鍬で干潟を掘り出し
て採捕する.
8-4. すくい縞:湾筋で目だけを水面上に出して遊泳するムツ(泳ぎムツ)を待ち受けて網で
捕獲する.
8-5.ムツ巻き網:湾筋にいるムツを網でとる.
8-6.待ち綿:あらかじめ干潟に張っておいた定置網で，瀬が満ちて干潟が水没するときに潮
流とともに移動するムツをねらう.
8-7. さしムツ漁:子しの中に潜むムツを素子でっかんで捕獲する.
8-8.っきムツ漁:ほこで突き刺してとる.
9 .ニうもり網:コウモリが羽を伸ばした格好をした敷き網のー穣である. 3 月~9 月を漁
期にして，岸よりの河口を漁場にし，とくに六角川河口沖合いに多く，数隻かたまって操業す
る.あんこう網と同様に引き潮にのって移動するシバエピ，シラタヱピ，スズキ(ハクラ期)， 
エツ，ウナギ，ワラスボヲハゼクデーなど多種の魚介類を捕獲する.
10.アゲマキ漁:ナタマメガイ科(=マテガイ科)のアゲマキはチンダイガイとかヘイタイ
ガイとも呼ばれる.以前は岡山県児島湾，三河湾などでも捕れたが，今は有明海と八代海のご
く一部に生息しているにすぎない.有明海の特産種の一つになっている.天然員は地盤高l，5m
以上の砂泥質干潟に生息する，有明海での養殖の歴史は，明治30年代に始まり，干し物はかつ
ては中国に大量に一輸出された. 1988年~91年にかけての大量死で壊滅状態に陥った.かつてほ
どの生産量はなくなり， 10年ほど前から親員も少なくなったために最近では稚員を韓国から移
入し，養殖している一方で，輸入もしている.現在，佐賀県有明町から太良時地先で 1~2m
の干潟域で地まき養殖されている.漁期は 4 月 ~9 月で，主婦が毎日オカズとりに潟スキーを
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駆って出かけ，最盛期には男も出かける.生息子しを見つけるのが捕獲の重要な鍵になる.
10-1.手どり，アゲマキ掘り:泥土をある程度，潟鍬(板鍬)か手で掘りあげるか，サシオ
イという丸太で穴を広げてから，アゲマキの穴に手を突っ込んで捕る.
10-2.釣り:先が平らな鈎(かぎ)になった針金を穴にさし入れ，ヲ!き上げて捕る.
1 1.長柄じよれん船びき:サルボウ(モガイ，アカガイとも呼ばれる)養殖場で 4 月 ~12月
にサルボウを採捕する.ノリ網にパームと呼ばれるヤシの実の繊維を短く切って糸状にしたも
のを結びつけた網を種付け場の海底すれすれに張る.初夏から夏に産卵し，パームに付着して
大きくなる.年を越した稚貝をとり，養殖床にまいて，さらに一年おいてから収穫する.養殖
床は，海底の土質が少し硬く，砂地の多いところが適しているため，沖合いのやや深いところ
に設置される.大正時代から養殖が始まった.台風などで養殖床が土をかぶ、り，腐ることもあ
るが，ノリより手間がかからなかったために昭和に入ってから盛んになった.以前は島根や大
阪などから稚貝を購入していた.一人で60枚のパームを張り，種付けをしてから，床も平均25
万1がも持っている漁家もいた26) 約5mの鉄ノfイプの先に爪のついた網篭をとりつけた，くま手
に似た「じよれん」と呼ばれる漁具を使い，漁掛を 2~3 ノットの速さで旋回させながら，海
底のサルボウを採取する.
12.投網(とあみ):以前は有明海では盛んな漁法の一つだ、った. 5H~9 月に投網でコノシ
ロやボラ，メナ夕、，スズキ(ハクラ期)などを主に船の上から狙う.沖合いではコノシロの群
れを探索し，船の紬先から大型の投網を放つ.また湾筋や満潮時の汀線(ていせん)で満ち潮
にのってくる魚をねらう.太良町竹崎では「殿様仕事(とんさんしごとけといわれるほど漁獲
が多かった.太良では沿岸に近い干潟に石を積み上げてつくる[投網塚Jと呼ぶ魚、巣を一人
10~20カ所も持っていたという.塚には目印に布きれとか古網などを先端に付けた竹竿を立て
ておき，満潮時にこの潟辺で投網を打つ「岩打ちJがあった(中尾勘悟，私信). 
13.棚閥つ手網(タナジブ):ジブとかシュブとも呼ばれる.榔川地方では蜘株手(くもで)
網と呼ばれる. 4 月 ~10月に鹿島市南部の地先で見られる漁法で，満潮時に岸に寄ってくる魚
介類をねらう.竹を十文字形か X字形に組んで湾曲させた骨組みに，竹の先端部に結びつけた
網を海中に立てたやぐらから縄で上げ下げするものと，一辺の長さが6mほどの正方形の網を
結びつけた大型のものがある.後者は，滑車(，セビJと呼ばれる)を介して海中に沈めた網を
ときどき引き上げられる.獲物の魚、は手綱ですくいとるが，一時に多くの漁獲は望めない.シ
ラタエピ，ハゼ、グチ，スズキ(ハクラ期)，コイチ(ニベ科でグチやイシモチに近縁種;キグ
チ，キングチ，アカグチとも呼ばれる)，ウナギなどが捕れる.
14.ウナギ漁有明海のウナギは， ，柳川ウナギ」として味がよいことで全国的に有名であ
る.JI!の上流にいるウナギは秋になると産卵のために「下りウナギjとなって海に下る.筑後
JI!や早津江JI!，六角川などの河口付近にとどまる 9 月 ~ll月がウナギ漁の最盛期となる.ウナ
ギは川にいるときは体の色は薄いが，海に入ると黒褐色になる.
14-1.ウナギ塚:河川の河口部(海水が流入する汽水域)で行われる漁法である.毎年お盆
過ぎ(今は新簡で8月16臼)に抽選会で場所を決めたあと，各々，塚の近くにある手頃な石を
めて高さ 2mほどの塚を構築する.前年に{吏われた崩れた塚に近くの石を集めて補修するこ
ともある.摘が降って水量が増してウナギが塚に入るのを待つ.水量が少し減ったところでウ
ナギが塚から逃げ出す前に捕獲しなくてはならない.まず，塚の石を取り除き，箱眼鏡を捜い，
中を覗きながら，タモやウナギ、鉄でウナギを捕護する.一一カ所の塚の石をのけてウナギを探索
したあと，再び石を積み上げて冗の塚に戻すのに 2時間かかる.この作業は，瀬が引いている
あいだに行うために一日で精々ニカ所の塚しかあけられない.
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大きな河川では上流にダムなどを築いたために水量が少なくなり，昔のようには漁は良くな
い.特に夕、ムの嵩(かさ)上げが行われるとますます塚を空ける回数が少なくなる.10月中旬
くらいになると，一隅ごとにモクズガニも産卵のために川を下るので塚に入ったモクズガニを
捕獲できる楽しみもある.
中尾勘悟(私信)によれば，大村市最大のJIで太良山系を糠流とする郡川や， J 1棚JI，彼杵
JI，千錦川，鈴田川などの大村湾に注ぐ河川でドは盛んだ、った.有明海沿岸や諌早湾でもウナギ
塚漁は行われていた.特に諌竿湾では高来的湯江JIの河口の周辺には200カ所くらいあり，多い
人で100カ所ほどの塚をもっていた人もいた.島原半島の瑞穂町，国見町などの河川でも行われ
ているが，近年ウナギ、の入りが悪く，環の数も減った.原因は河川改修(三面張り，コンクリ
ート護岸)27)等でウナギやモクズガニが河川!を上ったり，下ったりしにくくなったためともいわ
れる.
14-2. ウナギかけ:子潟近くの江湖や河口付近にいるウナギを刃の先端が湾曲し，鋭く長い
鈎が二，三本付いたウナギかきで号!っかける.長さ 3mあまりの竹の先に「スボかけJに似た
鈎刃(万状の反りをもっ)のついた「ウナギかきjを両手で握りしめ，泥中に突き刺し，体の
前方から後方へ向けて一気にかき上げる.先端の鈎にひっかけられたウナギを捕る.筑後川や
早津江Jl I，六角川の河口付近では 9 月 ~ll月にかけて，ウナギかけがもっとも盛んになる.船
上で使うウナギ?かきは， 3m，刃が1mほどある.
14-3.ウナギ箆:子潟に流れ込むJIの河口部や江湖沿いに竹簡を数十倍沈めておき，一日お
きくらいに簡をそっと引き上げ，中に入っているウナギをとる.
14-4.ウナギうけ:潟で「ロウゲJと呼ばれる細長い竹篭でとる.
14-5.ウナギづかみ:子潟の混の中にいるものを手探りか， rニギリjとか「ハサミ」と呼ば
れる道具を使ってつかむ.
14-6.ウナギ縄:沖合いで延べ縄を使いウナギをとる漁法である.
14-7.ウナギさし:梅雨のころになると河口部の石垣のあるところでは，棒か竹の先端にミ
ミズなどの餌を付けた針をひっかけて，ウナギが潜んでいそうな穴に差し込んでh釣る漁法であ
る.昔は干潟でもウナギの生恵、孔を見つけてウナギさしをするベテランがいた.
15. クチゾコ網:有明海でクチゾコとかクツゾコと呼ばれているシタビラメ類には数種類が
混じっていて一般には産別されない.満潮時に 4~5m くらいの深さのところに潮流に向かつ
て鱗を張り，瀬流にのって遊泳してきたシタビラメを捕獲する.
16.流し刺し網:ボラ，スズキ，コノシロやエツなどを狙う.
16-1.ヱツ流し刺し網:エツは朝鮮から中国にかけてアジア大陸沿岸に広く生息しているが，
日本では有明海だけに生息する.有明海のエツは， 5 月~6 月ごろ産卵のために群れをなして
筑後川を河口から20数kmも遡寓する.干潮のころ，曇天か絹雨が静かにJI面に降り注ぐような
日は漁獲が多いため，これな見計らって筑後川に面した諸富や大川の漁師が船を繰り出す.
エツは，感、潮域(満ち潮によって海水が逆流する水域:潮汐によって水位が変動する河川内
の水域で塩分のないところも含む)のほとんど塩分を感知しない水域で産卵するが，主な産卵
場所は三養基郡三根町付近の流域と居、われる.産卵期には筑後川のほか，六角JI，壇田JI，福
岡県矢田川などにも遡河する.エツは海にいるときはオキアミなどの動物性プランクトンを食
べているが， JlIをのぼるようになると餌をとらなくなる.産卵を終えてやせ細ったエツは，シ
リガレエツと呼ばれる宵明海のエツには，マエツとチョウセンエツの 2種類が混生している.
16-2. コノシロ流し刺し網(ツナシ網):有明海では小さいのをコノシロ，大きいのをツナシ
と呼ぶ.盛漁期は 7 月~9 月の夏である.
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17.サヨリすくいとり:筑後川下流付近で夏の夜，火をたいですくいとるサヨリは，クルメ
サヨリで地の海にいるサヨリと異なる種類である.淡水や河口付近の半塩水のところを好み，
有明海や瀬戸内海，茨城県の霞ヶ浦，島根県の中海(宍道湖と連なる半塩水の湖)などにいる e
海のサヨリは40cm以上になるが，クルメザヨリは20cmにもならない.
18. タイラギ漁:ガザ、ミと並んでト有明海の最重要穣で、ある. 6 月 ~10月は禁漁期になる.湾
奥部一帯に分布し，水深 5~15mの砂~砂泥質に多いタイラギ、を12月 ~4 月にヘルメット式潜
水器(フーカ一式)を着けた潜水夫が潜水して捕獲する.大牟田村Iや諌早湾口周辺の海底の砂
州が主な漁場になっている.漁船には潜り(潜水夫)，船頭，綱引き(貝むき)の最低3人が乗
船する.潜水夫が海底を這うようにしてタイラギを探し，手鈎でひっかけて，鰐袋 (1すかりJ
と呼ばれる)に詰めていく.ある程度たまると船上に引きょげさせる.大正年間に有明海に浮
かぶ竹崎島の綱元が韓国から潜水夫を震ってきて始めた漁である.昭和30年ごろまでは船とか
らポンプで空気を送っていたが，現在はコンプレツサーに変わった.
今では有明海と瀬戸内海が主な漁場になっている.有明海のタイラギには，殻の表面に聴が
あるケンガイと呼ばれるものと，椋がないズベガイと呼ばれるものがいる.貝類は年により漁
獲量の変動が大きいが，なかでもタイラギの場合，変動揺が非常に激しい.
19.クラゲ漁:有明海の湾奥部や諌早湾では，透明なシロクラゲと茶色のアカクラゲ(ビゼ、
ンクラゲとも呼ばれるがヒゼンクラケが本来，正しい)が異常発生することがある.湾奥部の
福間県山門郡大和田]中島にはクラゲとりを専門にし，夫婦で舶に乗り合わせる漁家が10軒ある e
大きなクラゲは，薩径50~70cm，重さ1O~20kgもある.海面に浮いているクラゲを予網で上か
ら被せるように蝿獲し，二人がかりで水から船にすくい上げる.…匹を捕獲しでも近くにいる
クラゲがさっと沈んで逃げてしまうために慎重を期する.漁期は水温が上がり，クラゲが大き
くなる梅雨明けから夏の短いあいだで， j和田lに乗って水面に浮上:する時がいい.1997年のよう
に雨が多いシーズンは，海面に張る水の層が厚いためにクラゲが浮土しにくく捕獲数が少ない@
有明海にしか生息しないアカクラゲの方がシロクラゲより二，三倍値が高く，捕獲が少ないと
きはアカクラゲが五倍の髄段をするときもある.河種とも生産者が，水揚げしたクラゲは船の
上か家に持ち帰って解体し，水分を抜くための「塩Jと収数剤の「みょうばんjを入れて数日
間漬けた後に食用として売却する.生産者による処理の仕方によってクラゲのコリコリとした
堅さがでてくる.普通，塩5に対してみようばん1の割合で処理するが，その配合の割合など
は個々の生産者の企業秘密として公開しないことが多い.また地物としてとれるクラゲの値段
は断然高いのに比べれば，市販されているクラゲは中国や韓国でとれるシロクラゲの輸入品で
一般的には安い.細かく刻んだものを30分くらい水につけておいてから料理にまわず.
19-1.クラゲ網:クラゲ網で捕獲するもので潮の流れに対して誼角に木杭を打ち込み，これ
に網を張る.網の底には海底から遊離しないように石の重りを取り付けている.網にかかった
クラゲを長い柄の手網(ウットイ)ですくう.漁期は梅雨のころから 8月までと短い.
19-2.クラゲすくい:クラゲ縞をもたない漁師は，大きな手綱で海中からすくい上げる.福
岡県大和町に大抵は夫婦で従事する10組の専業漁家がいる.
20. ミド 1)シャミセンガイ(メカジャ)漁:ミドリシャミセンガイは筑後川河口の地盤高1.5
m程度の砂泥質子潟に生息する.漁期は 3 月 ~10月だが，最近ではこれを専門に採捕する漁業
者が少なくなってきている.
20-1.メカジャとり:砂泥中の比較的表面に近いところに生息しているミドリシャミセンガ
イを板鍬で掘って採捕する.または，ガンツメやメンジャヒキと呼ばれる漁具で撞き寄せて捕
る.
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20-2.板鍬:漁具の「板鍬Jで採捕する.
20-3.がんずめ:漁具の「がんずめJで採捕する.
21.シオマネキ漁:マガニともガンツケガニとも呼ばれるシオマネキは，筑後1，嘉瀬川，
六角川ヲ;塩田川などの河口域で地盤高3.5~5.0mの泥質干潟の傾斜面や葦原(ヨシまたはアシ
の革本がつくるヨシ帯)の中に穴を掘り生息している.昭和63年度から六角川に保護区域が設
定された.
生きたカニのふんどし(腹部)をとり除き，ヌド臼か石臼かすり鉢に入れて杵かすりこぎでま
るごと開いですりつぶし，多最の塩と唐辛子を混ぜて味付ける.これを一週間から数遊間，熟
成させると塩辛 (1がんつけJとか「がねつけjと呼ばれる)ができる.一部ではヤマトオサガ
ニやアリアケガニが使われることもあるが，シオマネキ以外のカニが混じると味が落ちるとい
う.しかし 9 アリアケガニだけでできた堪i辛を好む人もいる.市販のものは韓国産のシオマキ
が使われているともいわれている.
害j竹を縦方向に粒く編んだ腰につける篭 (fカニテボjと呼ばれる)に入れられたカニは，篭
を這いあがれない.
21-1.手掘り 5 月~8 月の夏期を中心に拾岸部で生息子しに屑のあたりまで予を差し入れて
(手掘り)穴の棄に潜んでいるカニを取り上げたり，板鍬で掘って手づかみする.
21-2.カニ釣り:長さ 3mあまりの竹竿の先に輪差(わさ)結びにした馬の毛をつけたガネ
カケと呼ばれるもので，ムツカケと同じ方法でカニのハサミを引っかけて釣り上げる.
22.アナジャコ漁:アナジャコは砂泥質の二二潟に生息する.地元ではアナジャクとも呼ばれ
る.
22-1. アナジャコ釣り 4 月 ~10月まで潮が号|いた時にアナジャコを筆や草の穂を束ねたも
ので誘い出し，そっとハサミをつまんで捕まえる.干潟の表面を15cmほど掘ると，いくつか見
つかるアナジャコの生息孔に箸をつないだ約60cmの筆を入れていし孔の中にいるアナジャコ
がそれをハサミではさんで孔の外に押し出そうとする習性をうまく利用している.アナジャコ
がハサミで掴んだ筆先が地上に出る直前に両手を孔の中に入れハサミをつかみ，素早く子しから
引き出す.現在，長崎県高来町金崎で見られる漁法である.15年前ほどに隣の小長井町から伝
わったというが，それまでは男たちが穴を掘って捕獲していた.農作業から退いた女性たちが
従事することが多いが，熟練を要する漁である.多いときには 5時間で200匹釣るという.ある
地域ではアユの友釣りのように紐に結わえた一匹のアナジャコを利用して，別のアナジャコの
巣子しから「おとり」のアナジャコを入れていき，おびき寄せてとるところもあるという.しか
し，南西諸島のマングロープ林にはアナジャコが無数生息している 28)制が，住民が捕獲方法や
食用方法をまったく知らないために食用資源が無尽蔵に眠っているといえるかもしれない.ま
た，フィジー諸島のピチレブ島の南東部に位置するレワI1河口 (RewaDelta)で、は，巣孔の入
り口に「はね民j式のトラップを設けて捕獲する 30) ゆがいたものは，スパの市場などで売られ
ている.
22-2.アナジャコ掘り 1mほどの深さまで男たちがアナジャコの穴を掘って捕まえる.
23. うが(シヤボ):被せ漁の一種.退潮時に潮水が幾分残る場所で使用する.水深の浅い場
所で魚、に円錐状の「うざjと呼ばれる漁具を被せ， 土の小さい口から予を差し入れて捕獲する e
秋から冬にかけて大潮の晩に出漁する.有明海沿岸部ではよく見られたが，現在は長崎県森山
町の地先でほんの数人が，出漁しているだけである.明治の初めころ，東与賀あたりから移っ
てきた人が広めた漁法らしい.
24. タコ縄(キャッポ):巻き貝のアカニシや二枚貝のサルボウなどの員殻を紐に縛ってイイ
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夕、コを捕る.原理は始、壷漁と同じで空の貝殻を巣とするタコの習性を利用している.地方によ
ってはベンケイガイやタマキガイ(福間・津麗崎)，アワビ(新潟・中条)，アカニシ(中条，
兵庫・明石)やウチムラサキガイ(地方によってはオオハマグリとも呼ばれるもので，明石，
千葉・富津)などの貝が，イイダコ捕りに利用されている.
25.イカ篭漁: 3 月~6 月までメスイカが，竹笹を束ねた柴に卵を産みつける習牲を利用し
てイカを捕る.メスイカを追いかけてきたオスイカも篭にかかる.昔はイカの種類に応じて竹
笹やヤマモモを痩い分けていたが，ヤマモモが少なくなった今は主に竹笹を使う.小さな入り
口に柴をくくりつけた篭20儲ほどを600mのロープに等間隔に付ける.一人およそ10本を沈めて
おき，瀬の具合を見計らい，投入後一選問あとに引き上げる.八代海にこの漁に従事する漁師
は20数人がいる.
26. タイ一本釣り漁:熊本県牛深市深海町では，イカナゴを生き餌にして水深60~70mの海
底にいるタイをねらう.有明海の湾、口部における外海性の漁法である.
27.帆打瀬網漁:不知火海に多く，風任せ，潮任せの漁法である.400年前にかつて泉州(現
在の大阪府堺市付近)から伝わった.江戸期には100隻あった帆船も今は32隻に減ってしまっ
た.大きい帆は畳6枚分の幅がある.独特の「さしきのおんごち(佐敷の鬼東風)Jが吹く熊本
県芦北町沖が網場になる.鬼のように強い東風を利用して，風が強くなると帆を下げ，弱まる
と上げて左舷から流している五つの網が海底から浮かないように船足を調節しながら底引き網
を号iく. 6 月 ~7 月はクルマエビが主でタコ，小エピ，シャコヲタチウオなどがかかる.
28.イソギンチャク漁:ワケノシンノスとかワケと呼ばれる.熊本県大牟田や荒尾などの地
先で瀬がヨiいた砂泥の潟に出て，採集する.幼生のころは，プランクトンのように海中を浮遊
しているイソギンチャクは，あるH奇期になると砂中の貝殻や小石などに付着する.有明海では
砂に生息し，潜っているために「砂ワケ」とも呼ばれる.春に 1mほどの棒で「ワケ損りJを
する.採集後，一晩ほど員殻や砂を吐かせるために塩水につけておき，中に含まれる員殻など
をきれいに除いてから，福岡県柳川や大牟固などの魚屋の庄頭に並ぶ.
有明海で食用にしているイソギンチャクはスナイソギンチャク科のイシワケイソギ、ンチャク
とハナワケイソギ、ンチャクである.この他に主に漁師たちに食され，市販されることがない未
同定種は，柳川で「ドンキュウ j と呼ばれ，直径がおよそ10~15cm と大きい大型のイソギンチ
ャクに属する.パラオ共和留のベリリュウ島民は，車径20cm以上を起す大裂のハタゴイソギン
チャクを食する 31)-3九触手に刺されないように気をつけながらココヤシの中肋で岩などに付着
した根部をきっく縛った後，ナイフで付着部を切り離す.一晩，真水につけておいてから，コ
コヤシ・ミルクで調理する *10
海岸でよく見かけるミドリイソギンチャク，タテジマイソギンチャク，ウメボシイソギ、ンチ
ャクなどは，いずれも食用の対象にしない.
29. カキ:セッカとかヒラガキと呼ばれるスミノエガキは湾奥部に流入する塩田}I，六角川1，
早津江川等の湾筋で，ほとんど干出しない干潮線に多い.住ノ江戸I口は広島と並んでカキの産
地であった.有明海で同じカキの仲間になるマガキ(シカメガキ)はスミノエガキより，もっ
と浅いところに生息している.養殖は明治末期に始まり，当時は直まきであった.マガキより
も成長が良心大型化するために大正期に本格化し，昭和初期には盛んに養殖された.当時は
4 月 ~5 月ごろに竹(チョッポイ)やカシの棒を潟一面にひび立て込みをして，潮流に乗って
くるカキの種苗を採取した.後になってアシの茎を採苗器にして 3cmほどの稚貝(子カキ)を
付着させ， 10月 ~ll月に採苗器から落として養殖場(潟の漁床)に散布した.カキの取り上げ
は翌年の10月ごろから始まり，年を越えた 3月ごろまで続いた.満潮に船で乗り出し，引き潮
武凹・五 1-嵐・走自・李:ニf二潟の水族資源(第1報)有明海における伝統的採捕技術と多様性 93 
のあとの潟で，金網のくま手でカキをかき集めた.しかし現在は，ノリ養殖への転業もあって
スミノエガキの養殖は衰退した.太良町では昭和30年代に大規模なミカン栽培が始まり，土壌
の酸性化を防ぐために焼いて砕いたカキ殻や天日干しにしたヒトデ、を畑に肥料として散布して
いた(磯辺信之，私信).カキ殻の場合は市販の石灰質肥料に比べて，ゆっくり土壌に溶けてい
くために効果がより持続するという.漁期は10月~3 月の冬場になる.
諌早湾ではイワガキをセッカとも呼んでいる.有明海には 4~5 種のカキが生患、しているよ
うだ.また，八代海不知火地方でオニガキと時ばれる大型のカキとは遺伝的に同じことが最近
確認された.
29-1.カキ床カキ床をつくるには，メダケを潟に立て，フジツボが付くのを待って，さら
に床の形がだいたい整ったところでカキの撞が付着するのを待つ.長崎県の諌早湾に面した高
来町湯江などで盛んだが，養殖が主になった.
29-2.かち採り(カキとり):先端に金網を張った篭をとり付けた長柄で，海底を曳いてカキ
を掻きとっていく.明治初期ごろまで行われていたが，養殖業にとって代わっていった.
30. ノ1)聾殖:佐賀県有明海における養殖は，明治37年熊本県で天然採苗した「粗(そ)だ
ひびJ(メダケ等を使用した養殖材)を太良町や川副町に移植したのが，始まりといわれる問.
その後，水産試験場で大正 8 年~昭和元年までの 7 年間と，昭和13年~18年までの 6 年間，ノ
リ養殖試験が続けられた.戦後，ノリ養殖試験を昭和23年に再開し，昭和28年に事業化への見
通しが立ったことから，県も新しい水産業として奨励することになった.先ず、諸富漁協で企業
化試験を行ったところ，良い成績だったことで，その後，ノリ養殖を取り組む漁協が出てきた.
昭和28年の大水害や29年の農薬による魚介類の大量死を期にノリ養殖への転換が進んだ.昭和
20年代終わりから30年代はじめにかけてノリ養殖を試みる漁業者は増加していったが，そのこ
ろは「種(たね)ひびJを他県に依存し，しかも天然採苗であったために，豊凶の差が大きか
った.昭和24年に英国の海藻学者'M.K.ドリュ一女史がノリの生活史を明らかにしたことでわ
が国も人工採吉の研究に取り組んだ.天然採苗場をもたない佐賀県は試験研究を重ね，昭和3]
年太良町大浦に県営のノリ人工採苗場を設置した.これを期に今日の糸状体を使用して採苗す
る有明海のノ J)養殖は，飛躍的な進歩をとげることになった.近代的なノリ養殖の第一歩を踏
み出したことになる.
その後，網漁業や貝類養殖からノリ養殖への転換が進んだ.養殖技術の進歩と相まって，昭
和38年ごろからノリ摘み機や乾燥機等の機械化が自覚ましし経営規模は一漁家あたり平均150
棚と今日の水準まで飛躍し，昭和41年には全国でも有数のノリ生産県としての地位を築いた.
しかし，漁場が次々と拡大され，ノl)網が激増し，密殖状態となったところに，昭和42年の異
常気象も重なって疑似自ぐされ症の発生は，米曾有の大被害をもたらした.この大被:書を期に
昭和43年6月に佐賀県は，漁場行使の正常化と，新しい養殖方法として集団管理方式によるノ
リ養殖の安定化を図った.さらに新しい養殖技捕として，ノl)網を冷凍庫に一時保管する冷凍
絹を導入し，今日の発展の基礎を築き上げた.昭和40年代後半には品種の改良や技術の向上で
昭和48年には生産量が10億枚と飛躍的に伸びたが，ノリ価格が下落し，豊作貧乏の憂き目に直
面した.品質向上と計両生産等に努めた結果，生産額が順調に伸び，本格的な養殖を始めてか
ら 20年で「佐賀ノリ」は，日本ーの~を占めるに五さった.
昭和54年ごろから製造加工の省力化が可能な全自動乾燥機が多く導入され，ノリ生産に大き
な変化が起こった.急速な近代化が進み，多くの設備投資を必要とする経営が強いられる
で，設備投資による経営の悪化，技術の進歩による生産過剰によるノリ価格の低迷で厳しい状
況にあるといえる.
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6 .結びにかえて:干潟の現状
有明海は瀬戸内海と放んで生産性の高い水域として，農鏡な魚介類を産出してきた.この内
海が大きな潮汐差があるため，始終讃持され，浮泥や二子潟の粘土粒子が水中の無機物，有機物
の濃度を下げる，いわば「自然浄化作用jが働いているために高い生産性は保たれる.この作
用があってこそ，湾奥部に注ぐがITJIから運び込まれた栄養塩類でノリや魚介類がよく育つので
ある.コククジラやアシカなどの大型の水生ほ乳類に限らず，多種な魚類の楽園といわれるカ
リフォルニア湾とコロラド川の関部に似ている.湾に注ぐコロラド)11が運び込む膨大なミネラ
ル類が細長く入り組んだ湾がもたらす大きな潮汐作用で拡散し，無数のプランクトンを育て上
げ，それらを魚介類が採餌し，さらに水生大型補乳類がそれらの魚介類を摂食する関係が成立
するのと同じなのである.
縄文時代後期に属する大森員塚の発見(明治10年)者として名高いエドワード.s.モースが
悶内の採集旅行をしている途上，有明海を横切って明治12年5月に熊本市の西海岸にと陸した
とき，ゴミ捨て場に捨ててあった大最のミドリシャミセンガイの殻を見て驚鍔した34)彼は腕足
類の専門家であったが，五億年以上も前の古生代からほとんど変わらない形で生存しているシ
ャミセンガイの類がまさかこんなにも大量に，しかも有明海沿岸でごく普通に食されていると
は思っていなかったからである.昔は筑後川河口域の砂泥地に量産し，かつては肥料にも利用
するほど大量に捕獲されていた3九しかし， I生きた化石jとも呼ばれるミドリシャミセンガイ
が激減し，今では高級な食べ物になってしまった.農:韓な海でトあった有明海にも異変は確実に
起きているのである.
その一方でエピに似たホンスナモグリが大幅に増加した36) 鰭本県宇土半島あたりはハマグ
リの産地として知られていたが，在来のハマグリは姿を消し，シナハマグリという別の種ばか
りになってしまった.中国から生きたままで輸入したシナハマグリを一時的に蓄養したためら
しいが，外来種の安易な移入は在来の生態系を撹乱し，さまざまな生物種の破滅につながりか
ねないのである.
1978年の環境庁の調べでも日本の干潟の三分のーは，工業用地などに埋め立てられている.
干潟が消滅する原悶として陥没，波諜(しゅんせつ)，自然の変化，地盤沈下，子拓などがあげ
られるが，行政サイドが一方的に立案・推進する工業用地，河口堰や防災干拓などがもっとも
大きな原因でもある. 1978年~91年の 13年間に全国で4 ， 076ヘクタール(甲子関球場の広さに換
算すると1，030掴分に相当する)の干潟が消滅していることになる.その半数は埋立による消滅
が原因で，海域別では1，365ヘクタールが泊滅した有明海がもっとも大きい.干潟はその立地条
件などから埋立地や干拓地としてもっともねらわれやすい脆弱な生態系といえる. 1997年4月
14日に長崎県諌早湾の干拓事業で湾の閉め切り工事が強行されたのもその一例といえる.また，
昭和45年に兵庫県が国に埋立免許を出願していたが，昭和46年にこの計画を知った地元小学校
のPTAなどの地域住民が立ち上がり，埋立反対訴訟を起こしたケースがある.昭和57年に和解
が成立し，甲子園浜を保護した.しかし，近くにある西宮市の浄水場から流出する養分が千潟
の底生生物(ベントス)を支えているものの，アサリとゴカイが多いのは汚濁が進んでしまっ
た干潟の特徴を示すものである.
客土した1:壌の性質や人工干潟の位置，海水の交換などの条件によって自然の子潟に近い生
物相を支える人工干潟は，東京湾奥の二ヶ所の野鳥公園や横浜などで見られる.二子潟の保全は，
できるだけ自然に近いかたちで維持することがもっとも望ましい.つい先頃，熊本県天王立郡河
浦町にある羊角湾の埋め立て計画も県が中止した.しかし，ただでさえ汚染物質が流れ込んで、
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死に瀕している脆弱な干潟を，開発という名目で一方的に破壊してしまうことだけはしないよ
うに住民一人一人が監視の目をもたなくてはならないのが，現在千潟の寵かれている現状とい
える.同時に浅くて潮の入れ替わりに時間を要する有明海の汚染で「海が枯れるj37)ことがない
ように心がけなくてはならない.また，干潟の珪藻類や藻類が光合成を通して酸素を作り出す
空気浄化に寄与していることを考えれば，干潟は音を立てない「海の肺j38)として機能している
ことを肝に銘じておく必要もあろう.さらについ最近，干潟には，有明海の千潟の潟土に河川i
から流入する工業排水などに含まれる鉛，鋸，カドミウム，コバルト，ニッケルなどの重金属
を分離して，沿岸部の海水を自然浄化する作用があることを田端正明・佐大理工学部教授らが
明らかにした制ように干潟がもっ役割を十分認識し直すことも重要なのである.
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不し有明海の干拓は佐賀県JI副において，:iE応元年 (1288)の「高城守文書Jの記録に遡ることができるが，
それ以前ははっきりしない4へまた，条盟諸1]が施行された頃から干拓が行われたとする考えもあるが，ま
だ決定的な根拠はない叫ニ「す烏の成長については，キ 5も参照されたい.
本 2.この水域の面積は約400km2，子潮時の水深は深いところでも15mと浅い.大潮の干潮時には水域の1/3にあ
たる約1401日n'がfi:Iiする.様岸からこfニ潟の端までの距綴でもっとも長いのは，筑後JlI河口で7kl11にも及ぶ.
擦高差が小さい平野音Ilを流れる筑後JI，六角JlI，塩田JIなどは，わが箆j有数の低王子地緩流蛇行河川!である
が，湾奥部の大きな溺イ立差 (5~6m) などのためにド流域に長い感潮域をつくる.六角川|の場合には河
口から約29kl11，牛津川では河口から約14kl11までが感潮域になっている.また六角JIの場合，河口から18111
の地点(高橋ぐらいに相当)までの勾配は二万分のーほどの緩やかさで，かつて満潮時には河口から25kl1
と流まで水運路として利用するのに都合がよかった.
ネ 3.ボラは成長するにしたがって名前が変わるので「出t魚jとも呼ばれ，縁起のよい魚、として祝儀などでに
もよく出されてきた.60~7()cl11にも成長した大きなボラは，有明海ではウウボラと，東京ではトドと呼ば
れる.IトドのつまりJという慣用勾は，このトドという言葉に由来する.秋から冬にかけて脂がのる「空襲
ボラjは，アライや刺身が一文味しい.九州、iで、は有司王i潟だけにしか生息しないメナダはボラと何様に出世魚
で，ある時期のものはアカメ，ヤスミという名でも呼ばれる.ボラに比して口が匁く，口唇が赤みを帯び
ている.メナダの幼魚、はボラと違って遡河しない.体長80cm，主主さ 4kgを越えるものもいる.ボラと反対
に夏に美味しく，卵巣はボラと同様にカラスミの原料になる.
* 4. :1ニ満差が大きいと，上げ淑時に大:主主の海水が押し仁げてくるのでニ1二潟縁辺では底土を浸食する大きな力が
生じ，底土がはぎとられて巻き上げられる.巻き仁げによって砂分と泥分は分離するのは，砂と泥とでは
逮ばれ}jに差があるためである.運ばれにくい砂は近くに残留して堆積するものの，泥は懸濁して運ばれ
やすく，大量の潟水とともに湾奥に達するので湾奥の鹿島沖にも泥干潟ができる.i湾奥の狭い河口に大量
の潟水が集中すると，河口の底土をはぎ取る力が帯び増大し，成二七を巻き上げてさらに高密度の泥水をつ
くる.泥水は大量の海水で後押しされて河川|を逆流して淡水と強混合するので，滋分濃度は急、速に低下す
る.しかし，逆流潟水との比重の遠いで表l援に浮きたがる河川淡水は「あおjと呼ばれる.有明海に注ぐ
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河川の下流では，かつてどこでも大量の泥土が逆流し，河口から数十1mも上流の逆流限界付近に堆積して
アシ涼を壊め立てていた42)
この「あお(淡水)Jは，筑後川下流域平野で広く漆j阪に利用されてきた.あお液j慨は，アジアの稲作
地域で見られる潮汐(逆水)濯淑 (tidalwater irrigation) に相当し，有明海の~t停低地では，近世以降
の干潟干拓地の前進によって，濯i飯水に不足する地域でもあったため，塩水線(えんすいくさび)を利用し
た淡水(あお:パックウォーター)を河川から取水し，溝渠鏑(クリーク)に貯留して濯j慨に利用する巧
みな水利慣行システムを築き上げてきた.しかしながら，筑後大堰から一括取水する筑後JWド流土地改良
事業によって，あお濯j慨による水利システムは再編されるに至っている 43)
本5.環境庁の調査を一部改変した「有明海の歴史とすがたJ44)によれば，臼本全自立の干潟総積630.5km'(l00. 0%) 
の内訳は下記の通りである.有明海:263.0k1百2(41.5%) ;瀬戸内海:152.8km' (24.1%) ;八代海:46.0km' 
(7.3%) ;東京湾:14.2km' (2.2%) ;伊勢湾:11. 5km2 (1.8%).最大二|ニ潮時には海岸線から 6kmほど先ま
で干潟が干出する有明海干潟総面積の半分強は，筑後川河口域に発達した干潟に占められる.さらに佐
賀，福岡，熊本県の 3県の中で佐賀県は，およそ半分近くの干潟面積を有する.筑後川を中心として流出
した大量の土砂は，浮泥となり，時計と逆回りの湾内定常流に乗って西側沿岸部へ流れ，潮の子j誌のたび
に繰り返し堆積する.その堆積した湾泥 (i弱土).が有明粘土震で，厚さは最大30m，一平均15~20mに及ん
でいると推定されている 45) 佐賀平野の海岸線は自然陸化と干拓により， 2，000年間に約20km(一年間で10
mのペース)づっ南進したことになる.さらに干潟の成長震では，特に筑後川右俸がもっとも顕著で， JI! 
副町地允の干潟の上昇率は年7cm，佐賀市地先で4.5cm，白石平野地先で1.5cmという測定結巣を示してい
る.
* 6.泉水湾とはまことに美称な表現であるが，広く有明海の漁師の生態や海辺社会を長年にわたってカメラで
追っている中尾勘悟(私信)は二つの説を紹介してくれた.一つは，諌王手j容に面した長崎県高来町には扇
状地がたくさんあり，沿岸部は実に良い湧き水に恵まれていた.きれいな湧き水のところに魚、も多く集ま
り，投網塚もこれらの周辺に設けられていたのである.もう一つは高台から眺める諌早湾は，湖のように
海聞がきれいだったことに由来するのではないかと指摘した.
* 7. 1955年にノリの糸状体の人工;情養に成功し， 2， 3主手のうちにノリの養殖は;有明海一円に務及した.その
後，冷凍網の技術が開発され，また乾燥機をはじめとする関連の機械が改良されて，生産量は飛躍的に伸
びた.なお，佐賀県川副町のノリ養殖業を事例にした浅潟水域の利用にみられる変容については，中村刊)
に詳しいので参照されたい.
* 8.あんこう網は，干潮の下げ潮に押し流される魚，エビ，イカなどを仕掛けた絡に務とし込むのである.袋
口の上方は長さ15mほどのモウソウダケで水面に浮くように下方のものは震くて思い木(カシ類か)で海
底に沈むようになっている.それぞれの端から長さ 3mほどの紛はアンカーに回定される.もともと魚類
は，流れにさからって遊泳するが，魚類を押し流す潮流はかなり強力である.湾奥郊でも 1ノット(約50
α百/秒)以上47)とも，日澱で毎秒3mほどに達するという記載もある叫.
また，筑後川の河口における湾筋でも，秒速 2~3mの流れがある.網の入り口仁縁のモウソウダケを
越えようと，ざわざわと音を立てて，本命のウナギの他に，イカゴ，サザレと呼ばれるエビ(シラタエ
ビ)，ムツゴロウ，ワラスボ，ハゼ、クチなど売れる魚、や売れない雑魚、が入る.下げ織が激しくなる前に網
を仕掛け，頃合をQて網の末端部だけを舟にたぐり寄せて上げる.下げ潮が終わり，潮が止まると漁は終
わるが，一潮に30回ほど織を上げることになる E
キ9.第二次世界大戦前は千潟もきれいで，干潮時に「潟花Jと呼ばれる泡状の栄養分が干潟中に広がり，これ
を餌にする魚、が集まってきたという 49) 代表的な魚にムツゴロウがあげられる.しかし戦後，合成洗剤，
生活排水などが有明海に流入するようになったために環境の汚染が進み，千潟の「潟花jもi威り，魚、も減
少した.
不10.パラオ島民は，ハタゴイソギンチャク(腔腸動物ハタゴイソギ、ンチャク科 :Stoichactis h仰が)の他に数
種のナマコ類(練皮動物)，一穫のスジホシムシ(星口動物門ホシムシ科 :Sipunculus nudus)などを広
く食用にしている.なお，パラオ島民の伝統的な採捕(漁労・採集)活動とその民族知識(陰暦と彼らの
生業との伝統的な関わり等)については， Takeda and Mad 50)に詳しい.
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